
「全国学力・学習状況調査」本校の結果

◎ 調査結果の概要
（１） 教科の区分別（「知識」と「活用」）に関する調査
① 国語
ア 「知識」に関する問題
（ア） 全国正答率と比較して，やや下回っている。
（イ） 全国正答率が高かった問題・低かった問題

問 題 概 要 全国比 考察と今後の取組
・ スピーチでの聞き手に分かりや ＋ ・ 全教育活動を通して，「話すこと
すい話し方を選択する。 聞くこと」を意識した活動が行われ

ているためと考えられる。
・ 一文を二文に分けて書く。 － ・ 指示語を使った短文作りを行わせ

る。
・ 指示語の指し示す内容を選択す － ・ 指示語の指し示す内容を的確に把
る。 握するために，教材文を使いながら，

指し示す言葉にラインを引かせるよ
・ 説明文の一文を読んで，内容に － うにする。
合うものを選択する。 ・ 説明文や物語文で，大事なところ

にサイドラインを引かせ，なぜその
ように考えるのかを話し合わせる。

イ 「活用」に関する問題
（ア） 全国正答率と比較して，やや下回っている。
（イ） 全国正答率が高かった問題・低かった問題

問 題 概 要 全国比 考察と今後の取組
・ グラフを読み取り，文章中の空 ＋ ・ 社会の授業や算数の授業に於いて
欄に適切な数字を当てはめる。 グラフを的確に読み取る力がついて

いると思われる。
・ 広告の情報を読み取って，正し － ・ 教材文において作者や筆者が述べ
い内容を選択する。 ている意見に対して，どうしてその

ような意見を持ったのかが分かる文
・ 客に対する勧誘の表現を適切に － や言葉にサイドラインを引かせて，
改めて書く。 話し合わせる。
・ 古紙の再生利用が重要な課題と － ・正しい敬語の使い方を復習する。
なってきた理由を書く。
② 算数
ア 「知識」に関する問題
(ｱ) 全国平均正答率と比較して，下回っている。
(ｲ) 平均正答率が高かった問題・低かった問題の一例

問 題 概 要 全国比 考察と今後の取組

・ 分母が等しい分数の加減算をす ＋ ・ 基礎的な計算技能は概ね身に付い
る。 ているといえるが，複合計算や問題
・ 公式を用いて図形の面積を求め ＋ 作り等の応用力に課題が見られる。
る。 公式等が導かれるまでの過程で十
・ 加法と乗法の混合した整数と小 － 分に思考させ，意味理解を確実にし
数の計算をする。(6+0.5x2) て確かな学力を身につけさせたい。
・ 210 × 0.6 の式で求められる問題 － ・ 一方が変わればもう一方がどのよ
を選ぶ。 うに変わるかを，不変のものと合わ
・ １６㎝ひもで長方形を作ったと － せながら見通しを持って読み取る力
きの縦と横の関係の長さを表した が不十分である。学習過程で，数量
表を完成させる。 の変化のきまり等に興味を持たせる

ような授業改善を図りたい。

イ 「活用」に関する問題
(ｱ) 全国平均正答率と比較して，下回っている。
(ｲ) 平均正答率が高かった問題・低かった問題の一例

問 題 概 要 全国比 考察と今後の取組

・ 全体の長方形から，内部の長方 ＋ ・ 図形の面積については，練習問題
形を除いた残りの部分の面積が等 等を通して正しく計算できるように
しいことの理由を説明する。 なっているものと思われる。
・ ２人の走り高跳びのめあてにつ ＋ ・ 数量や図形を計算する処理能力に
いて，計算せず大小を比較できる ついては，ほぼ全国平均並みである
理由を説明する。 が，問題場面を式や表に表すなどし
・ 長方形のまわりの長さを求める － て自ら解決する力は十分に身に付い
式を選ぶ。 ているとはいえない。問題に取り組
・ ５個のケーキを買うとき，与え － む際は，解決の見通しを持って必要
られた条件から残り２個のケーキ な情報を適切に整理しながら筋道立
の買い方を答える。 てて考えるとともに，日常の生活で

も活用する態度を身につけたい。

（２）質問紙調査

１・・・している，当てはまる ２・・・どちらかと言えばしている，当てはまる
３・・・あまりしていない，あまり当てはまらない ４・・・全くしていない，当てはまらない



① 家で学校の授業の復習をしていますか。
＜考察＞

② 家で学校の授業の予習をしていますか。＜考察＞

③ 土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強しますか。
＜考察＞

※ １・・・4時間以上 ２・・・3時間以上，4時間より少ない
３・・・2時間以上，3時間より少ない ４・・・1時間以上，2時間より少ない
５・・・1時間より少ない ６・・・全くしない

④ 家で自分の興味のあることについて調べたり，勉強したりしていますか。
＜考察＞

⑤ 難しいことでも，失敗をおそれないで挑戦していますか。
＜考察＞

⑥ 家の人と普段（月～金曜日），夕食を一緒に食べていますか。
＜考察＞

毎日，宅習を１ページ行っているが，「

弱点克服」を合い言葉に，苦手なところを

学習するコーナーを設けて，復習する習慣

を身に付けている結果だと考える。

音読をする際，次の日に学習するところ

を読んだり，宅習で予習のコーナーを設け

て自分なりに考えて問題を解いたりする習

慣が身に付いている結果だと考える。

休日中の宿題をまとめて行ったり，やや

難しい課題に取り組んだりした結果だと考

える。集中して学習した時間だったか十分

に振り返らせる必要がある。

家庭での学習を「宿題をする時間」とし

て捉え，課題をこなすだけに終わってしま

っていることが考えられる。新聞やニュー

スにも注目させる働きかけを行う必要があ

る。

分からないことがあるとすぐに質問した

り発表を躊躇したりする傾向が見られる。

様々な経験が土台となって自分の支えにな

っていくことを伝えるようにする必要があ

る。

保護者の帰宅時刻が仕事の都合で遅かっ

たり，中学生・高校生が兄弟にいる場合，

生活リズムが異なったりしていること等が

考えられる。ＰＴＡを利用して，家族団ら

んの大切さや食事を一緒にとることの大切

さを伝えるようにする必要がある。
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